
コロナ後を見据えて
明けましておめでとうございます。大変な一年が終わり新年

を迎えました。一年前、コロナがこれほど世界中に蔓延し、世
の中を一変させると誰が予想できたでしょうか。今年こそ良い
年にしたいと思います。まずはコロナ前の活気を取り戻すこと
です。もちろん100％元通りになることはありません。コロナ
をきっかけに始まったリモートワークもすぐにはなくならない
でしょうし、リモートを活用する業種
もあります。また海外旅行のダメージ
もしばらくは続くと考えられます。

需要が消えた業種への対応
経済・社会に目を向ければ、まずは

需要が消えた業種をどう支えるかは喫
緊の課題です。なかでも雇用の問題で
す。回復が見込まれる事業であれば、
雇用調整助成金を活用した一時帰休も
よいでしょう。飲食業界などでは、す
でにアルバイトの人数が減っていると
聞きます。有効求人倍率も下がっているなか、いかに新たな需
要を創出し、受け皿をつくるかが問われています。

不況下の株高
ただ問題は明らかでも雇用創出は簡単ではありません。故に
現状は世界的な不況というべき状況なのです。一方、株式市場
はおしなべて活況です。日本ではバブル崩壊後の最高値を更新

しました。株価が好調なのは、景気刺激策として各国の中央銀
行が資金をジャブジャブに供給しているからです。その手法は
間違いではありません。しかし、お金が企業の設備投資や消費
に回らず株式市場に向かっているとしたら問題です。株価だけ
が上昇し、雇用が増えないからです。そうなれば格差が膨らみ
ます。株高で資産価値が上昇するのは基本的にお金持ちだから
です。格差の拡大により社会の分断が進み、街に怨嗟の声が高
まれば、社会不安につながります。それこそ政治の責任です。

株高の恩恵をすべての人に！
実は、日銀は世界の中央銀行で唯一、

ETF（上場投資信託）経由で株式を買
っています。株価上昇に伴う含み益も
加えて現在価値で40兆円位保有してい
ます。これを活用しない手はないでし
ょう。すべての人が今の状況の恩恵を
受けられるよう、40兆円のうち30兆円
を国民全員に配る方法を提案したいと
考えます。国民一人当たりで25万円で
す。新春のお年玉としては多過ぎるか

もしれませんが、日本における格差の拡大による社会の分断を
防ぎ、日銀のETF購入からの出口戦略も兼ねた一石二鳥の政策
です。詳細は次号で触れたいと思います。楽しみにしていてく
ださい。

前衆議院議員　浅尾 慶一郎
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浅尾） 私は「誰にでも何度でもチャンス
のある社会を」をスローガンにしてい
ます。ただ、現状の大きな課題として、
個人保証が無いと中小企業はお金が借
りられない点があります。
湯澤） 個人保証は起業とか中小企業の事
業承継がうまく行かない要因ですし、
経営が行き詰って最後には命を絶ってしまうような
悲惨な事がおきる最大の原因とも考えます。
浅尾） 確かにこの点変える必要があると思います。湯

澤さんご自身は
苦労して40億
もの負債を完済
されました。
湯澤）最初は「破
産するにしても
なるべく迷惑を
かける人を少な
くさせたい」と
いう気持ちでや
っていました。
ただ、地元信用

金庫のバックアップに加え
て、何より社員の人たちの頑
張りでここまで来ました。
元々立地の良い店が多く、ま
ともにやれば収益が上がるところを、父が拡大路線
に走りすぎていたところもあります。
浅尾） さて今のコロナ禍で人の動きも変わって、飲食
業界はどう変わって行くのでしょうか。

湯澤） 先ず、リモートで住むところも変わります。加
えて大企業の若い人が飲みに行かない傾向がコロナ
で益々加速しています。都心の高層階、大規模なお
店が厳しくなり、我々のエリアである大船・藤沢な
どの路面店が立地として良くなると思います。これ
からは大きな宴会をやらなくなりますので大きな店
では無く、我々が「フリー客」と呼ぶような、その
日にふらっと入ってくる方たちを迎える50～100席
ぐらいを回していくのが繁盛店のモデルになってく
ると思います。

浅尾） なるほど、今日は
興味深いお話をありが
とうございました。

株式会社ユサワフードシステム（本社大船）代表取締役　湯澤 剛さん今月の対談

父親の急逝で突然、飲食事業と40億円もの負債を相続しながらも立ち直り、NHKの番組
でも取り上げられた湯澤 剛さんに、現在の事業継承の課題、更にはコロナで変わる飲食店
について伺いました。

12月現在の神奈川四
区の現在のコロナ感染
者状況をお伝えします。
コロナウイルスの感染
が急激に勢いを増して
います。ぜひ、マスク
と小まめな手洗い、そ
して換気をしましょう。

コロナ感染
現在の状況

市町村 累　積
感染者数

新規感染者数
（前月比）

横浜市栄区 106人 28人
（＋24）

鎌倉市 232人 57人
（＋31）

逗子市 78人 21人
（＋9）

葉山町 24人 5人
（＋4）

神奈川県 17,732人 5,405人
（＋2,997）

視覚障害者と盲導犬の
飲食店へ入店について
は、法的に飲食店側に入
店許可が義務付けられて
いますが、あまり認知さ
れていません。この年末
に向けて実際に視覚障害
者の方と盲導犬と共に、
地元各地の飲食店を回り、皆さんのご理解をいただけるよ
う活動しました。

視覚障害者の方と盲導犬の啓発活動活動報告

PHP出版より

対談はこちらから▶

JP

「あさお慶一郎君を応援する会」では浅尾慶一郎の政治活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）※の募集を行っております。ご入会された方には、
大船在住の石井咲会（さえ）さんがデザインを手掛けた、今年の干支である丑（うし）
の「オリジナルピンバッジ」をお送りさせていただきます。

※後援会組織である各あさお会は無料、年会費はありません。

特別賛助会員募集・
各種イベント申込

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。


